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日
記 

氏
名 

 

稲
葉
仁
大 

大
正
六
年
九
月
二
十
一
日
生 

本
籍 

 

岐
阜
県
郡
上
郡
牛
道
村
陰
地
五
三
五
番
地
の
三 

歩
兵
上
等
兵 

 

昭
和
１
４
年
７
月
１
９
日
（
水
） 

天
候
・
曇
り 

衛
兵
勤
務
。
明
方
の
眠
い
事
、
一
通
り
で
な
い
。
司
令
白
田
軍
曹
。 

妹
と
故
郷
の
母
に
便
り
出
す
。
滝
下
君
に
も
。 

腹
具
合
が
少
し
悪
い
為
、
食
事
進
ま
ず
。
午
后
読
書
、
常
識
。 

 

７
月
２
０
日
（
木
） 

起
床
、
〇
時
馬
運
動
。
曇
り
勝
の
晴
天
。 

九
時
半
よ
り
分
隊
教
練
。
西
門
付
近
堤
防
上
に
て
午
前
、
陣
営
具
検
査
。 

午
后
、
被
服
検
査
準
備
。 

三
時
ヨ
リ
中
隊
長
学
科
、
聖
戦
ノ
意
義
に
就
キ
。 

夕
方
〇
〇
ノ
検
査
。 

 

７
月
２
１
日
（
金
） 

天
候
・
晴
れ
、
風
強
し
。 

朝
、
馬
動
。
後
手
入
。
本
日
師
団
〇
理
〇
〇
巡
視
ノ
タ
メ
被
服
検
査
実
施
サ
ル
。 

午
后
二
時
、
朝
よ
り
腹
具
合
悪
ル
ク
特
急
列
車
で
コ
マ
ル
。 

午
后
診
断
受
ケ
ル
。
練
兵
休
二
日
、
尽
、
被
食
セ
ズ
ト
ノ
緊
〇
宣
告
。 

酒
保
（
※
１
）
の
側
に
て
火
事
あ
り
七
時
頃
、
中
隊
非
常
招
集
に
て
消
火
に
出
動
す
。 

自
分
は
見
物
に
行
く
。
支
那
民
衆
の
呑
氣
さ
に
は
あ
き
れ
る
。
〇
で
火
事
と
言
ふ
の

に
平
然
た
る
も
の
。 

各
自
の
業
務
に
励
ん
で
い
る
。
そ
れ
と
も
皇
軍
を
信
頼
し
て
い
る
の
か
？ 

 

７
月
２
２
日
（
土
） 

天
候
・
晴
れ
。 

朝
炊
事
に
行
き
粥
（
？
）
食
ヲ
作
る
。
演
習
部
隊
は
八
時
出
発
す
。
五
里
脾
。 
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午
前
十
時
、
兵
団
長
閣
下
の
慰
霊
祭
の
た
め
南
京
に
向
っ
て
黙
祈
を
捧
ぐ
。 

午
后
も
寝
る
。
病
気
時
は
故
郷
の
事
、
過
去
の
事
が
偲
ば
れ
て
な
ら
ぬ
。 

母
上
、
姉
上
に
心
よ
り
感
謝
せ
ず
に
は
居
ら
れ
ぬ
。
こ
ん
な
事
追
想
す
る
も
淋
し
い

か
ら
か
な
・
・
・
。 

 

夜
、
俸
給
を
戴
く
。 

 

７
月
２
３
日
（
日
） 

気
候
・
晴
れ
後
曇
り
、
夜
る
雨 

起
床
、
〇
時
気
分
良
好
。
点
呼
後
、
皆
使
役
等
に
行
き
病
人
の
俺
一
人
、
床
に
ら
み
。 

晝
前
何
す
る
と
な
く
寝
て
過
す
。
炊
事
場
に
慰
問
袋
が
到
着
し
て
い
る
。
嬉
し
い
な

ー
・
・
・
。 

午
前
中
皆
演
習
に
出
場
。
晝
食
ま
で
粥
食
す
。
十
二
半
外
出
者
整
列
と
共
に
待
望
の

慰
問
袋
分
配
。 

ク
ジ
に
よ
れ
ば
幸
運
に
も
俺
に
は
一
番
大
き
な
の
・
・
・
。 

開
け
て
ビ
ッ
ク
リ
玉
手
箱
、
中
か
ら
出
て
く
る
出
て
く
る
古
新
聞
。 

で
も
と
て
も
イ
ン
テ
リ
ー
的
な
手
紙
あ
り
。
免
〇
銃
後
（
※
２
）
の
人
の
心
に
は
感

謝
に
た
へ
ぬ
。 

夜
る
雨
と
な
る
。 

  

※
１
：
兵
営
内
や
軍
艦
内
で
、
日
用
品
・ 

飲
食
物
な
ど
を
扱
う
売
店 

※
２
：
戦
場
に
お
け
る
銃
の
後
ろ
、
す
な
わ
ち
前
線
に
対
し
て
、
直
接
の
戦
場
で
は

な
い
後
方
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る 

  

昭
和
１
４
年
８
月
９
日 

天
候
・
晴
れ 

師
団
長
閣
下
、
小
丹
陽
巡
視
の
た
め
中
隊
よ
り
警
備
兵
出
る
。
補
充
兵
も
一
部
の
者

が
参
加
。 

自
分
は
午
前
中
兵
器
の
手
入
。
午
后
、
補
充
兵
兵
器
手
入
監
視
。 



3 

 

 
８
月
１
０
日 

天
候
・
晴
れ 

連
隊
兵
器
検
査
。
朝
九
時
迄
各
自
の
兵
器
手
入
。
十
時
よ
り
配
列
。
十
二
時
半
よ
り

検
査
。 

想
た
よ
り
平
凡
に
終
る
。
家
に
便
り
出
す
。 

夜
る
十
二
時
、
河
南
巡
警
哨
に
て
二
十
数
発
の
銃
声
。
中
隊
非
常
呼
集
。
自
分
は
佐
々

木
曹
長
に
従
行
し
て
龍
山
橋
迄
で
敵
を
追
走
す
。
巡
警
一
名
戦
死
す
。
中
隊
に
帰
隊

し
た
の
は
午
前
五
時
半
で
あ
っ
た
。 

 

８
月
１
１
日
（
金
） 

天
候
・
晴
れ 

昨
夜
の
斥
候
の
疲
れ
に
て
晝
前
ぐ
っ
す
り
眠
る
。 

午
后
２
時
よ
り
西
門
付
近
に
於
て
歩
哨
教
育
。
相
変
わ
ら
ず
焼
け
付
く
様
な
暑
さ
だ
。

 

 

８
月
３
０
日
（
水
） 

天
候
・
曇 

朝
、
補
充
兵 

小
銃
射
撃
ノ
予
定
ナ
レ
ド
モ
雨
天
ノ
タ
メ
取
止
。 

普
通 

分
解 

〇
〇
実
施
。 

午
后
、
五
里
脾
ニ
テ
小
銃
射
撃
。
夕
食
後
、
短
剣
術
。
志
気
旺
盛
。 

 

８
月
３
１
日
（
木
） 

天
候
・
晴
れ 

七
時
、
高
淳
方
面
討
伐
隊
出
動
ス
。 

自
分
ハ
教
育
ノ
タ
メ
出
動
出
来
ズ
。
九
時
ヨ
リ
就
戴
御
下
教
練
。
午
后
も
同
ジ
。 

二
、
三
日
前
ヨ
リ
急
ニ
涼
シ
ク
ナ
ッ
タ
。 

 

９
月
１
日
（
金
） 

天
候
・
晴
れ 

午
前
、
陣
地
侵
入
。
午
后
も
同
ジ
。 

皆
ん
な
張
り
切
っ
て
や
る
。 
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夕
方
、
白
田
班
長
殿
と
共
に
會
食
。
補
充
兵
一
同
と
演
藝
會
一
時
間
。 

又
、
蓄
音
機
の
メ
ロ
ー
デ
に
夕
を
面
白
く
す
ご
す
。 

 

９
月
２
日
（
土
） 

天
候
・
晴
れ 

八
時
よ
り
陣
地
侵
入
。
假
設
的
に
出
る
。 

午
后
、
班
内
実
施
。
三
時
頃
よ
り
一
時
間
後
眠
す
。 

七
時
よ
り
問
〇
古
分
解
搬
送
に
て 

太
平
の
町
を
騎
兵
に
て
一
周
。 

 

原
〇
一
郎
君
、
討
伐
よ
り
帰
り
、
班
内
に
て
二
人
で
茶
話
會
す
る
。 

ビ
ー
ル
の
味
、
少
し
は
分
る
様
に
な
っ
た
。
幸
か
不
幸
か
。 

で
も
戦
地
で
の
唯
一
の
気
晴
に
結
構
な
も
の
な
り
。 

 

９
月
３
日
（
日
） 

天
候
・
晴
れ 

朝
よ
り
休
養
、
晝
よ
り
外
出
。
酒
保
〇
〇
方
面
へ
散
策
に
出
る
。
相
変
わ
ら
ず
暑
し
。 

夕
、
短
剣
術
。 

 

９
月
４
日
（
月
） 

天
候
・
晴
れ 

午
前
中
、
射
撃
予
行
演
習
、
故
障
排
除
。 

午
后
、
飛
行
機
射
撃
、
一
時
間
半
。 

三
時
半
よ
り
五
時
迄
で
休
憩
。 

夜
、
体
操
。 

 

９
月
５
日
（
火
） 

天
候
・
晴
れ 

八
時
整
列
、
分
隊
戦
斗
教
練
。 

ク
リ
ー
ク
地
帯
に
て
金
桂
蘭
塔
ま
で
行
く
。 

非
常
に
暑
く
な
る
。
午
后
三
時
ま
で
午
眠
、
三
時
よ
り
馬
ノ
学
科
。 
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馬
手
入
。
四
年
兵
除
隊
も
近
日
と
の
こ
と
。
第
二
次
補
充
兵
始
メ
テ
警
戒
兵
ニ
立
ツ
。

 

 
９
月
６
日
（
水
） 

気
候
・
晴
れ 

朝
〇
〇
教
育
。
警
〇
動
作
。 

野
戦
築
城
、
〇
〇
ノ
方
法
等
。 

午
後
三
時
よ
り
連
隊
本
部
〇
本
少
尉 

馬
管
理
法
に
就
き
て
講
話
あ
り
約
三
時
間
。 

三
時
半
よ
り
警
戒
兵
に
立
つ
。
書
簡
到
着
、
ハ
ガ
キ
五
本
、
手
紙
二
本
。 

 

９
月
７
日
（
木
） 

天
候
・
雨 

四
時
半
、
非
常
呼
集
に
て
五
里
脾
方
面
へ
夜
間
行
軍
。 

並
に
陣
地
侵
入
。
八
時
帰
営
す
。
午
前
中
休
養
。
ぐ
っ
す
り
眠
る
。 

午
后
二
時
よ
り
射
撃
予
行
演
習
。 

問
〇
古
に
夜
間
警
立
つ
。
〇
〇
。 

 

９
月
８
日
（
金
） 

天
候
・
晴
れ 

午
前
中
射
撃
予
行
演
習
ノ
タ
メ
假
設
敵
ニ
テ
過
ス
。 

午
后
一
時
中
隊
検
問
ノ
假
設
敵 

空
砲
二
連
使
用
。
夜
ル
一
線
警
戒
兵
ニ
。 

 

９
月
９
日
（
土
） 

天
候
・
晴
れ 

八
時
ヨ
リ
五
里
脾
ニ
於
テ
補
充
兵
第
一
次
基
本
射
撃
、
成
績
良
好
。 

帰
隊
ハ
十
二
時
。
二
時
ヨ
リ
舎
前
ノ
ク
リ
ー
ク
ニ
テ
水
泳
演
習
。 

水
モ
大
分
冷
タ
ク
ナ
ッ
テ
来
タ
。 

魚
取
ガ
目
的
デ
ア
ッ
タ
レ
共
、
要
領
ヲ
得
ズ
。 

 

故
郷
ノ
姉
ヨ
リ
便
リ
ア
リ
。
又
、
犬
山
ノ
永
井
君
カ
ラ
便
リ
ア
リ
。 
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彼
モ
女
学
校
二
年
生
ト
カ
。
未
ダ
若
キ
乙
娘
ダ
。 

明
日
ハ
日
曜
ダ
カ
ラ
便
リ
デ
モ
書
イ
テ
過
ソ
ウ
。 

夕
方
、
問
〇
古
ニ
基
本
体
操
号
令
調
正
。 

一
ヶ
月
程
前
ニ
注
文
シ
タ
部
隊
ノ
写
真
、
配
布
サ
ル
。 

吉
田
君
ニ
写
シ
テ
モ
ラ
ッ
タ
写
真
、
中
々
上
出
来
ダ
。 

故
郷
ノ
母
ニ
送
ロ
ウ
。 

明
日
、
御
賜
ノ
煙
草
ガ
渡
ル
ソ
ウ
ダ
。
軍
人
ノ
ミ
ノ
特
典
。 

地
方
ニ
於
テ
ハ
望
ン
デ
モ
出
来
得
ナ
イ
光
景
ダ
。 

 

四
年
兵
除
隊
モ
目
前
ニ
近
ズ
キ
毎
日
會
食
宴
會
ガ
各
所
ニ 

開
カ
レ
テ
イ
ル
。
彼
等
モ
四
年
ト
謂
ウ
長
ク
年
月
ヲ
軍
隊
生
活
デ
過
シ
、 

今
元
気
デ
凱
旋
ス
ル
ノ
ダ
カ
ラ
、
小
鳥
ガ
籠
カ
ラ
飛
ビ
立
ツ
思
イ
ダ
ロ
ウ
。 

  

９
月
１
０
日
（
日
） 

天
候
・
晴
れ 

今
日
は
日
曜
。
朝
食
前
、
久
方
ぶ
り
に
馬
運
動
に
出
る
。 

午
前
十
時
よ
り
中
隊
事
務
室
前
に
於
て
御
賜
の
煙
草
受
領
。 

有
難
さ
に
一
同
感
激
無
量
。
誓
っ
て
一
層
奮
斗
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

午
後
、
外
出
が
許
可
さ
る
。
自
分
は
外
出
を
止
め
姉
に
便
り
書
く
。 

此
の
間
の
写
真
同
封
。 

午
后
三
時
半
、
中
公
司
方
面
に
於
て
火
事
。 

中
隊
で
は
〇
〇
呼
集
。
便
り
書
く
の
も
忘
れ
飛
ん
で
出
る
。 

数
十
軒
炎
上
す
。
南
風
に
て
一
時
は
手
の
下
シ
様
無
シ
。
で
も
五
時
半
鎮
火
す
。 

 

９
月
１
１
日
（
月
） 

天
候
・
晴
れ 

午
前
八
時
整
列
。
行
軍
兼
追
撃
戦
。 

五
里
脾
〇
地
よ
り
〇
水
河
渡
河
、
さ
ら
に
ク
リ
ー
ク
を
渡
り 

河
南
－
太
平
の
〇
路
を
取
り
一
時
帰
隊
す
。 

三
時
半
迄
休
養
。
三
時
半
よ
り
眼
鏡
照
準
。 
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昨
日
よ
り
左
足
ヒ
ザ
が
何
が
原
因
か
分
か
ら
ぬ
が
は
れ
て 

痛
み
を
感
ず
。
夕
方
衛
生
兵
に
頼
み
エ
キ
ホ
ス
（
※
３
）
を
塗
る
。 

問
〇
古
あ
れ
ど
も
休
む
。
未
だ
相
変
ら
ず
暑
い
。 

  

※
３
：
塩
野
義
商
店
で
は
昭
和
二
年
消
炎
、
鎮
痛
の
巴
布
（
は
っ
ぷ
）
剤
を
エ
キ
シ

カ
と
名
付
け
て
発
売
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
武
田
長
兵
衛
商
店
は
や
が
て
ホ
ス
ビ

ン
を
発
売
し
た
。 

昭
和
四
年
、
両
社
の
製
造
販
売
の
統
制
機
関
と
し
て
二
巴
（
ふ
た
ば
）
合
名
会
社
が

生
ま
れ
た
。 

エ
キ
シ
カ
、
ホ
ス
ビ
ン
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
両
社
で
そ
れ
ぞ
れ
製
造
、
発
売
さ
れ
、

名
前
も
「
エ
キ
ホ
ス
」
と
な
っ
た
。
大
メ
ー
カ
ー
の
間
で
協
定
が
円
満
に
行
わ
れ
た

珍
し
い
例
と
さ
れ
て
い
る
。 

（「
二
代
塩
野
義
三
郎
伝
」
か
ら
の
要
約
） 

 

９
月
１
２
日
（
火
） 

天
候
・
晴
れ 

八
時
半
よ
り
西
門
堤
防
付
近
に
於
て
眼
鏡
照
準
す
。 

陣
地
進
入
未
だ
初
歩
に
て
要
領
を
得
ず
。 

午
后
一
時
半
よ
り
陣
内
戦
斗
一
時
間
。
非
常
に
暑
。 

最
後
に
密
集
教
練
を
行
ひ
四
時
半
終
る
。 

夕
食
前
、
学
科
試
験
を
行
ふ
。
案
外
皆
出
来
ぬ
。 

此
の
頃
手
紙
を
書
こ
う
と
思
へ
ど
、
暇
が
あ
っ
て
暇
の
無
い
現
在
。 

そ
れ
に
名
文
も
出
ぬ
の
で
ペ
ン
を
取
る
だ
け
で
書
け
ぬ
。 

な
ん
と
か
修
養
の
道
は
な
い
も
の
か
？
・
・
・ 

 

９
月
１
３
日
（
水
） 

天
候
・
晴
れ 

午
前
中
、
馬
運
動
。 

午
後
、
馬
手
入
。
補
充
兵
も
炎
暑
の
中
で
暑
い
と
思
ふ
。 

北
門
東
南
角
に
行
く
所
に
大
き
な
寺
あ
り
。
始
め
て
見
に
行
く
。 
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塗
〇
に
も
こ
ん
な
所
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。 

問
〇
古
剣
術
。 

 

９
月
１
４
日
（
木
） 

天
候
・
晴
れ 

午
前
、
ク
リ
ー
ク
地
帯
の
戦
斗
。
北
門
外
ヲ
塔
に
向
っ
て
状
況
開
始
。 

十
時
半
迄
に
終
り
、
そ
れ
よ
り
ク
リ
ー
ク
ヲ
東
に
約
千
米
上
り
て 

手
榴
弾
爆
発
二
ケ
。
帰
り
は
急
行
軍
を
〇
て
帰
隊
。 

午
後
二
時
よ
り
歩
哨
教
育
。
白
田
班
長
出
場
さ
れ
ず
。
点
呼
後
、
前
の
班
に
学
科
。

 

腰
接
不
良
か
腰
が
痛
む
。 

 

９
月
１
５
日
（
金
） 

天
候
・
曇
時
々
雨 

朝
非
常
に
涼
し
く
ふ
っ
て
い
る
。
昨
夜
よ
り
小
雨
。 

八
時
半
よ
り
西
門
付
近
に
て
陣
内
戦
。
状
況
一
回
に
て
雨
の
た
め
中
止
。 

涼
し
く
な
っ
た
の
で
今
日
よ
り
上
衣
を
着
て
出
場
。 

午
後
二
時
よ
り
射
撃
予
行
演
習
、
後
、
夜
間
射
撃
。 

大
龍
口
の
小
川
五
郎
君
、
〇
〇
少
尉
殿
の
傅
令
（
伝
令
）
の
た
め
来
隊
。 

二
三
日
後
、
南
京
兵
團
司
令
部
に
出
張
と
の
事
。
晝
、
本
部
の
〇
〇
川
君
よ
り
便
り

あ
り
。 

夕
方
、
問
〇
古
体
操
。
点
呼
後
、
班
長
殿
の
学
科
。 

 

９
月
１
６
日
（
土
） 

天
候
・
曇
時
々
雨 

朝
八
時
半
よ
り
馬
運
動
。
自
分
は
遠
山
に
乗
る
。
補
充
兵
最
初
に
て
落
馬
す
る
者
多

シ
。 

十
一
時
よ
り
馬
手
入
。
終
り
て
後
、
班
内
に
て
小
川
君
と
五
目
を
や
る
。 

晝
よ
り
弟
に
便
り
出
す
。
ペ
ン
習
字
の
加
盟
に
入
る
如
く
説
き
三
人
競
争
に
て
上
達

を
計
る
。 

夕
食
は
班
内
に
於
て
宴
会
。
軍
橋
が
今
度
軍
の
援
後
の
本
に
立
派
な
橋
に
架
換
に
な

る 



9 

 

そ
の
祝
い
に
ビ
ー
ル
が
上
る
。
夜
る
、
二
線
警
戒
兵
。 

 
９
月
１
７
日
（
日
） 

天
候
・
曇 

朝
、
小
雨
振
り
馬
運
動
も
出
来
ず
、
補
充
兵
は
手
入
に
出
る
。 

自
分
は
班
内
に
於
て
書
簡
を
書
く
。
小
川
五
郎
君
、
本
日
南
京
に
向
っ
て
出
発
す
。 

九
時
、
厩
週
番
を
一
時
間
ほ
ど
交
代
。
村
瀬
上
ト
等
兵
が
公
務
の
為
。 

晝
、
御
賜
の
酒
が
渡
る
。
皆
有
難
く
頂
戴
す
。
午
後
は
皆
外
出
す
れ
共
、
俺
は
班
内

に
於
て
手
紙
を
書
。 

妹
と
弟
そ
し
て
村
瀬
石
之
助
氏
へ
〇
〇
を
書
く
。
犬
山
へ
も
便
り
を
書
く
。
半
ば
に

て
終
る
。 

夜
、
森
准
尉
殿
音
頭
に
て
軍
歌
演
習
。 

 

９
月
１
８
日
（
月
） 

天
候
・
雨 

相
変
わ
ら
ず
曇
天
。
日
朝
点
呼
時
、
中
隊
長
殿
の
学
科
あ
り
。 

満
州
事
変
〇
発
九
周
年
記
念
は
当
時
の
様
子
に
付
き
中
隊
長
殿
の
訓
〇
あ
り
。 

八
時
半
よ
り
銃
床
に
於
て
射
撃
予
行
演
習
、
十
一
時
半
終
る
。 

午
后
は
二
時
よ
り
中
隊
長
殿
の
学
科
、
作
戦
要
ム
会
に
就
き
四
時
頃
よ
り 

白
田
軍
曹
殿
の
支
那
語
に
就
き
て
。
夕
方
二
班
に
行
き
御
賜
品
を
入
れ
る
箱
を
造
る
。

 

点
呼
時
迄
で
班
内
に
於
て
離
〇
。
明
日
、
揚
子
江
を
侍
従
武
官
殿
御
通
過
の
為
沿
岸

警
備
に
出
る
告
。 

大
橋
付
近
へ
。 

 

９
月
１
９
日
（
火
） 

天
候
・
曇
後
晴
れ 

朝
よ
り
小
雨
。
八
時
よ
り
馬
運
動
。 

補
充
兵
落
馬
甚
シ
。
そ
れ
で
も
大
分
上
手
に
成
っ
て
来
た
。 

馬
手
入
後
、
十
時
半
整
列
し
て
汽
車
輸
送
。
大
橋
よ
り
行
軍
。 

自
分
は
兵
四
名
を
つ
れ
て
路
上
斥
候
。
小
隊
の
前
三
百
米
を
前
進
。 

二
時
、
大
〇
〇
に
到
着
。
住
民
は
比
較
的
平
穏
。
兵
隊
の
顔
を
見
て
逃
げ
る
娘
も
あ
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り
哀
れ
な
り
。 

山
上
に
登
り
揚
子
江
上
を
警
戒
す
。
侍
従
官
は
三
時
頃
、
駆
逐
艦
に
て
西
通
過
遊
ば

さ
る
。 

無
事
大
任
を
果
し
大
〇
〇
を
宣
撫
。
午
后
五
時
大
橋
よ
り
自
動
車
に
て
帰
還
す
。 

夜
、
二
中
隊
の
連
絡
兵
二
名
、
宿
る
。 

 

９
月
２
０
日
（
水
） 

天
候
。
曇
後
晴
れ 

朝
馬
運
動
。
午
前
中
馬
手
入
。 

今
晩
、
夜
間
演
習
の
タ
メ
午
後
は
休
養
。
材
料
を
集
め
て
少
し
仮
眠
を
と
る
。 

便
り
書
こ
う
と
思
へ
ど
意
の
如
く
な
ら
ず
。
六
時
半
、
整
列
し
て
東
獄
神
に
行
き
夜

間
設
備
。 

自
分
は
兵
一
名
と
〇
〇
斥
候
に
出
る
。
戦
斗
の
夜
間
行
動
は
不
気
味
だ
が 

演
習
は
勇
敢
に
高
動
画
出
来
て
面
白
い
。 

〇
〇
兵
は
攻
撃
、
従
事
終
り
。
帰
舎
し
て
床
に
入
る
の
が
十
一
時
半
頃
で
あ
っ
た
。 

 

９
月
２
１
日
（
木
） 

天
候
・
晴
れ 

今
日
は
自
分
の
誕
生
日
。
第
二
十
二
年
も
終
っ
た
。 

昨
夜
、
夜
間
演
習
ノ
タ
メ
午
前
中
武
器
、
被
服
の
手
入
。 

朝
八
時
起
床
。
そ
れ
よ
り
故
郷
に
便
り
書
く
。 

午
后
は
馬
運
動
。
馬
場
に
於
て
一
時
間
程
、
そ
し
て
塔
の
方
向
へ
並
足
に
て
行
く
。 

秋
と
は
言
へ
ま
だ
暑
い
。
山
田
が
大
龍
口
よ
り
連
絡
に
来
る
。 

夕
方
問
〇
古
、
体
操
、
遊
戯
。
今
晩
も
電
燈
が
つ
か
ぬ
。
点
呼
後
早
く
ね
る
。 

今
晩
よ
り
蚊
帳
を
つ
ら
ぬ
。
涼
し
く
な
っ
て
蚊
も
居
な
い
。 

 

９
月
２
２
日
（
金
） 

天
候
・
晴
れ 

八
時
、
自
分
と
大
石
と
共
感
殿
三
人
、
早
く
五
里
脾
に
向
っ
て
出
発
。 

最
初
の
廟
よ
り
状
況
開
始
。
五
里
脾
〇
地
に
上
り
假
設
敵
と
な
る
。 

大
隊
本
部
の
通
信
（
無
線
）
が
い
た
の
で
借
り
て
聞
い
て
見
る
。
電
話
と
同
じ
様
に
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聞
へ
て
く
る
、 

実
に
驚
か
ざ
る
を
得
ん
。
十
二
時
半
帰
隊
。
晝
食
後
、
御
賜
品
を
送
る
。 

三
時
よ
り
補
充
兵
は
馬
手
入
、
自
分
は
行
か
ぬ
。
夜
、
試
験
を
実
施
。 

一
、
第
一
〇
反
〇
突
撃
ニ
頓
挫
し
た
場
合
、
〇
は
如
何
に
す
べ
き
や 

二
、
射
撃
の
間
分
隊
長
の
件
務 

三
、
戦
斗
ノ
タ
メ
前
進
、
〇
換
を
容
易
さ
ら
し
む
る
に
は
如
何
に
す
べ
き
や 

 

９
月
２
３
日
（
土
） 

天
候
・
晴
れ 

朝
八
時
、
勅
列
會
で
補
充
兵
査
関
も
来
月
早
く
実
施
さ
る
予
定
。 

そ
れ
で
今
朝
は
基
本
分
隊
教
練
。
分
隊
長
を
一
回
や
る
。
後
密
集
教
練
。 

午
後
は
内
務
実
施
。
今
日
は
俸
給
が
戴
け
る
予
定
に
て
、
珍
ら
し
き 

ア
メ
、
南
京
豆
、
甘
庶
等
、
た
ら
ふ
く
食
ふ
。
夕
方
、
事
務
室
に
て
俸
給
を
渡
さ
る
。 

二
十
一
〇
恵
〇
〇
義
金
に
徴
発
さ
る
。
亀
谷
上
ト
兵
、
小
丹
陽
よ
り
来
隊
。 

 

９
月
２
４
日
（
日
） 

天
候
・
晴
れ 

朝
、
馬
運
動
。
挟
虎
に
乗
る
。
馬
場
に
於
て
然
し
馬
が
張
り
切
っ
て
い
る
為 

自
分
は
駅
方
面
に
行
く
。
〇
教
育
の
者
は
塔
の
方
向
に
行
く
。 

午
后
外
出
。
学
校
付
近
に
行
く
と
、
〇
〇
の
ク
ー
ニ
ア
ン
の
い
る 

中
公
司
の
所
に
て
約
三
十
分
四
モ
山
の
話
。
芝
居
が
あ
る
の
で
入
い
る
。
皇
軍
は
無

料
。 

言
葉
が
通
じ
な
き
為
早
く
出
る
。
帰
り
酒
保
に
て
カ
ル
ピ
ス
を
呑
む
。 

そ
し
て
山
本
慰
安
所
に
て
二
十
分
程
ヒ
ヤ
カ
ス
。
そ
れ
よ
り
支
那
ソ
バ
食
し
て
帰
隊
。

 

 

外
出
中
、
中
隊
当
番
が
四
年
兵
を
捜
し
て
い
る
。
愈
（
い
よ
い
よ
）
明
日
蕪
湖
集
結
、 

待
つ
日
は
来
た
の
だ
。
〇
ふ
長
い
間
の
御
奉
公
御
苦
労
様
で
あ
っ
た
。 

夜
銃
床
に
於
い
て
送
別
会
。
第
二
次
會
は
各
班
内
に
於
い
て
酒
二
升
、
ピ
ー
ル
一
本

宛
、 

下
〇
品
と
し
て
渡
る
。
皆
ん
な
こ
ん
気
一
ぱ
い
呑
ん
で
踊
っ
て
歌
ふ
。 

自
分
も
又
其
の
中
の
一
人
。 
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日
夕
点
呼
は
午
后
十
時
。
四
年
兵
は
楽
し
き
夢
路
で
故
郷
を
偲
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。 

 

９
月
２
５
日
（
月
） 

天
候
・
晴
れ 

愈
、
四
年
兵
と
も
今
日
は
別
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。 

午
前
十
時
半
、
舎
前
に
整
列
。
中
隊
長
殿
挨
拶
、
森
准
尉
殿
の
答
辞
。 

一
同
元
気
一
杯
で
駅
に
向
ふ
。
駅
に
於
て
は
大
隊
長
殿
の
訓
辞
の
後
十
一
時
の
汽
車

に
て 

蕪
湖
に
汽
笛
一
声
。
皆
ん
な
別
れ
を
惜
し
み
、
只
感
激
で
胸
一
ぱ
い
。
さ
ら
ば
四
年

兵
殿
さ
よ
う
な
ら
。 

今
度
合
ふ
日
は
何
時
の
事
。
否
、
永
久
に
合
ぬ
だ
ろ
う
。 

 

午
後
は
馬
運
動
、
五
里
脾
高
地
、
廟
の
あ
る
方
向
に
前
進
中
、 

鈴
木
一
等
兵
落
馬
に
依
り
大
事
。
不
省
に
陥
る
。 

自
分
と
小
佐
川
班
長
と
二
人
、
医
ム
室
に
急
を
告
げ
に
走
る
。 

走
る
走
る
、
矢
の
如
く
。
中
隊
よ
り
戦
友
の
應
援
を
得
て
〇
〇
修
用
に
行
く
。 

後
の
情
報
に
よ
れ
ば
生
命
に
は
別
状
無
い
ら
し
い
。
夕
方
第
二
中
隊
の
四
年
兵
を
駅

迄
見
送
る
。 

七
時
半
よ
り
宣
撫
班
に
於
て
中
支
派
遣
〇
兵
部
、
慰
問
演
藝
團
来
る
に
就
き
一
同
行

く
。 

演
藝
は
十
時
迄
。
実
に
面
白
か
っ
た
。 

 

第
二
中
隊
連
絡
兵
、
宿
る
。 

 

９
月
２
６
日
（
火
） 

天
候
・
晴
れ 

八
時
半
よ
り
検
関
予
行
〇
戦
斗
を
西
門
堤
防
付
近
に
て
状
況
二
回
に
て
午
前
終
る
。 

午
后
一
時
半
よ
り
馬
運
動
、
馬
場
に
於
い
て
補
充
兵
も
大
分
上
手
に
成
っ
た
。 

原
君
、
假
〇
よ
り
連
絡
に
来
る
。
相
変
わ
ら
ず
朗
ら
か
な
・
・
・ 

午
后
七
時
よ
り
問
〇
古
、
体
操
。 
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点
呼
後
、
原
、
服
部
、
自
分
と
三
人
で
一
ぱ
い
や
る
。
三
浦
い
ね
さ
ん
よ
り
慰
問
袋

戴
く
。 

感
激
の
外
な
し
。
十
時
よ
り
白
田
軍
曹
殿
と
巡
察
。
河
南
各
巡
警
哨
。 

長
井
実
君
よ
り
便
り
あ
り
。
彼
も
遂
に
入
隊
。
〇
〇
十
三
連
隊
。 

 

９
月
２
７
日
（
水
） 

天
候
・
晴
れ
、
風
あ
り 

七
時
半
、
帰
還
兵
駅
通
過
に
付
き
、
見
送
に
行
く
。
秋
風
涼
し
く
身
に
し
む
。 

も
う
少
し
た
て
ば
此
の
風
も
寒
く
な
る
の
だ
。
今
は
何
を
し
て
も
好
シ
ー
ズ
ン
だ
。 

九
時
よ
り
体
操
、
剣
術
。
午
後
一
時
半
よ
り
馬
運
動
。
朝
中
隊
長
殿
の
訓
辞
あ
り
。 

四
年
兵
帰
還
し
愈
と
我
ら
が
中
隊
の
中
枢
な
る
に
よ
り
自
重
自
奮
し
て
職
務
に
あ

た
れ
。 

夕
、
軍
歌
演
習
。
色
々
物
想
し
て
床
に
入
る
。 

班
の
窓
を
新
聞
紙
に
て
貼
る
。 

 

９
月
２
８
日
（
木
） 

天
候
・
晴
れ
、
風
強
し 

朝
の
点
呼
に
寒
さ
を
感
じ
る
。
尤
も
風
強
き
為
。 

八
時
よ
り
馬
運
動
。
守
泉
に
乗
る
。
十
時
よ
り
コ
レ
ラ
の
予
防
注
射
あ
り
。 

午
後
は
一
時
半
よ
り
中
隊
長
の
学
科
、
封
支
戦
斗
。
支
那
軍
の
特
色
に
就
き
て
四
時

迄
。 

風
強
き
為
班
内
に
ホ
コ
リ
吹
込
む
事
甚
だ
し
。
補
充
兵
を
使
役
に
出
し
舎
前
に
水
ま

き
を
さ
す
。 

大
龍
口
の
安
〇
軍
曹
殿
よ
り
電
池
代
八
十
〇
戴
。
瓦
〇
口
蓋
○
の
件
、
班
長
殿
に
申

出
る
。 

宮
田
〇
〇
〇
よ
り
便
り
あ
り
。 

 

９
月
２
９
日
（
金
） 

天
候
・
晴
れ 

第
〇
回
應
用
射
撃
、
五
里
脾
に
於
て
午
前
九
時
よ
り
。
大
隊
砲
も
実
弾
射
撃
六
発
。 

晝
食
は
中
隊
よ
り
持
参
。
午
后
一
服
し
て
離
〇
目
測
。
三
時
半
帰
隊
す
。 
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〇
〇
軍
、
五
名
中
隊
に
宿
泊
す
。
他
に
連
絡
兵
三
名
。
四
班
に
投
宿
す
。
明
日
工
務

兵
を 

蕪
湖
に
引
率
し
て
行
く
事
に
な
っ
た
。
点
呼
後
、
服
部
上
ト
兵
と
一
ぱ
い
、
昨
日
の

ビ
ー
ル
に
て
。 

 

９
月
３
０
日
（
土
） 

天
候
・
晴
れ 

今
日
は
千
葉
、
大
谷
、
銃
剣
術
修
行
兵
と
し
て
蕪
湖
に
分
遣
さ
れ
る
の
で 

引
率
し
て
行
く
。
自
動
車
に
て
八
時
三
十
分
、
太
平
出
発
。
乗
客
多
数
、
満
員
。 

道
中
に
て
も
大
〇
の
乗
客
あ
り
。
之
も
宣
撫
の
賜
と
嬉
れ
し
く
思
ふ
。
蕪
湖
到
着
十

時
。 

獣
医
室
に
行
き
申
告
す
る
。
馬
取
〇
兵
相
変
わ
ら
ず
の
顔
ブ
レ
。
然
し
俺
は
此
所
に

来
な
か
っ
た
の
が 

心
嬉
し
と
思
ふ
。
皆
ん
な
こ
ぼ
し
て
い
る
。
上
等
兵
連
中
の
胸
中
、
察
す
る
に
余
り

あ
り
？ 

 

獣
医
室
に
於
て
晝
食
を
給
〇
受
け
る
。
蕪
湖
に
も
野
戦
郵
便
局
が
出
来
て
い
る
。 

伊
〇
准
尉
殿
よ
り
依
頼
を
受
け
し
貯
金
を
実
施
し
た
る
後
、
第
二
福
明
に
行
く
。 

半
島
人
も
此
の
頃
で
は
日
本
人
と
大
差
な
い
。
そ
し
て
自
分
等
も
支
那
語
が 

学
び
得
な
い
事
は
な
い
と
思
ふ
。
用
事
終
り
四
時
の
自
動
車
に
て
帰
隊
。 

俺
の
班
の
優
秀
な
者
二
名
、
い
な
い
の
で
淋
し
く
感
ず
。 

 

１
０
月
１
日
（
日
） 

天
候
・
晴
れ 

朝
九
時
よ
り
馬
運
動
。
今
朝
よ
り
起
床
は
午
前
七
時
と
な
る
。 

晝
よ
り
休
養
。
外
出
許
可
あ
れ
ど
出
ず
。
手
紙
を
書
く
。
家
と
永
井
実
君
と 

滝
下
君
に
出
す
。
役
場
に
出
す
下
書
き
を
す
る
。
一
時
よ
り
一
時
間
半
程
ピ
ン
ポ
ン

を
や
る
。 

夜
る
中
隊
長
室
に
て
助
手
、
四
名
に
学
科
あ
り
。
検
閲
科
目
に
就
き
て
十
時
ま
で
。

御
賜
ノ
菓
子
を
頂
く
。 
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１
０
月
２
日
（
月
） 

天
候
・
晴
れ 

九
時
よ
り
検
閲
の
基
本
分
隊
戦
斗
教
練
を
実
施
。
自
分
は
分
隊
長
を
や
る
。
中
隊
長

殿
見
に
来
ら
れ
る
。 

午
後
も
一
回
実
施
。
三
時
帰
営
す
。
四
時
よ
り
中
隊
長
殿
の
学
科
あ
り
。 

封
支
戦
斗
法
に
就
て
約
一
時
間
半
。
点
呼
後
、
役
場
に
出
す
手
紙
を
書
く
。 

服
部
上
ト
兵
、
伍
長
に
進
級
す
。
神
保
一
等
兵
、
上
ト
兵
に
進
級
す
。
何
れ
も
十
月

一
日
付
。 

又
、
荒
尾
班
長
殿
、
曹
長
に
進
級
さ
る
。 

 

１
０
月
３
日
（
火
） 

天
候
・
晴
れ 

九
時
よ
り
検
閲
の
予
行
演
習
。 

樺
山
、
林
少
尉
殿
も
見
学
に
見
へ
る
。
一
同
張
り
切
っ
て
い
た
の
で
午
前
一
回
に
て

終
る
。
空
砲
使
用
。 

午
后
休
養
。
馬
手
入
。
自
分
は
寝
具
一
切
、
洗
濯
す
。 

点
呼
後
、
班
長
殿
チ
ェ
ッ
コ
機
銃
（
九
六
式
軽
機
関
銃
）
に
付
て
話
あ
り
。 

亀
谷
班
長
来
隊
。
愈
、
明
日
は
検
閲
。
過
去
一
ヶ
月
間
の
辛
苦
の
実
が
結
ぶ
か
？ 

西
門
横
に
て
三
時
頃
火
事
あ
り
出
動
す
。
一
家
に
て
消
止
め
る
。 

 

１
０
月
４
日
（
水
） 

天
候
・
晴
れ 

愈
、
今
日
は
待
望
の
第
二
次
補
充
兵
の
検
閲
。
日
頃
の
猛
訓
練
が
実
が
結
ぶ
時
が
来

た
の
だ
。 

一
同
緊
張
し
て
西
門
演
習
場
に
行
く
。
八
時
四
十
五
分
、
大
隊
長
殿
が
見
え
た
の
で

演
習
開
始
。 

分
隊
戦
斗
教
練
、
約
二
十
分
に
て
終
る
。
講
評
は
元
氣
旺
盛
に
て
良
好
。
次
は
大
隊

砲
教
練
。 

之
も
二
十
分
に
て
良
好
な
成
績
を
修
む
。
次
は
短
剣
術
。
元
氣
に
て
良
好
。
次
は
密

集
教
練
。 

自
分
は
分
隊
長
。
共
同
一
致
の
精
神
。
充
〇
し
前
と
同
じ
く
良
好
。
十
分
休
憩
後
、 
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中
隊
長
、
封
支
戦
に
就
き
、
試
間
的
に
学
科
あ
り
。
無
難
に
て
終
る
。 

 
全
般
を
通
じ
て
の
講
評
も
又
、
非
常
に
良
好
〇
と
、
過
去
四
十
日
間
の
教
育
の
賜
に

て 今
日
の
成
績
が
得
ら
れ
た
の
だ
と
教
官
殿
、
班
長
殿
と
喜
び
合
ふ
。
午
后
は
休
養
。 

中
隊
長
殿
よ
り
も
お
ほ
め
の
言
葉
賜
る
。
教
官
殿
か
ら
祝
に
ピ
ー
ル
二
本
い
た
だ
く
。

 

夜
、
巡
察
に
野
田
少
尉
殿
と
〇
南
に
行
く
。
九
時
半
よ
り
モ
範
小
学
校
の
横
の
芝
居

見
物
に
行
く
。 

面
白
い
の
で
つ
ひ
十
一
時
半
頃
ま
で
見
て
い
る
。
そ
し
て
帰
営
は
十
二
時
。
ぐ
っ
す

り
眠
る
。 

 

１
０
月
５
日
（
木
） 

天
候
・
晴
れ 

日
朝
点
呼
時
、
中
隊
長
の
学
科
あ
り
。
陸
軍
刑
罰
に
就
き
て
例
を
占
さ
れ
説
明
あ
り
。

 

点
呼
後
、
補
充
兵
に
学
科
あ
り
、
今
後
の
指
針
を
示
さ
る
。
そ
し
て
今
日
は
慰
労
休

暇
を
許
さ
る
。 

朝
、
銃
手
入
。
日
誌
を
整
理
新
し
て
班
長
殿
に
提
出
。
晝
に
冬
服
及
冬
袴
下
等
渡
さ

る
。
又
営
内
靴
も
。 

一
時
半
よ
り
外
出
。
山
本
へ
行
き
三
十
分
程
遊
び
、
太
平
を
一
周
し
て
帰
営
。 

ガ
ス
口
蓋
弾
の
件
、
解
消
す
。
戦
友
は
も
つ
べ
き
も
の
。 

 

１
０
月
６
日
（
金
） 

天
候
・
晴
れ 

朝
食
後
、
馬
運
動
。
守
泉
に
乗
る
。
馬
場
に
て
約
一
時
間
半
。 

午
後
一
時
整
列
に
て
北
門
よ
り
五
里
脾
北
方
南
方
の
部
落
に
宣
撫
行
軍
を
実
施
。 

未
だ
住
民
逃
亡
す
る
者
あ
り
。
銃
分
隊
と
機
関
銃
分
隊
編
成
に
て
。
自
分
は
此
の
〇

の
分
隊
長
。 

午
后
五
時
、
全
員
無
事
帰
隊
す
。
〇
〇
を
得
ず
。
本
日
上
番
の
司
令
部
工
兵
な
れ
ど

も 明
日
よ
り
厩
週
番
の
為
取
消
と
な
る
。
明
七
日
は
中
隊
兵
器
検
査
が
実
施
さ
る
予
定
。

 

夜
、
大
龍
口
連
絡
者
三
名
ね
る
。
郵
便
来
る
。 
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１
０
月
７
日
（
土
） 

天
候
・
雨
時
々
曇 

今
日
は
兵
器
検
査
。
起
床
と
同
時
に
機
関
銃
手
入
。
後
小
銃
と
晝
前
は
非
常
に
多
忙
。

 

十
二
時
迄
に
銃
床
に
陳
列
を
終
る
。
厩
週
番
、
申
受
け
を
す
る
。 

魂
馬
三
八
。
馬
糧
受
領
に
本
部
へ
五
回
通
ふ
。
五
日
分
十
一
日
迄
。 

上
番
厩
当
番
、
言
橋
安
〇
増
加
、
加
我
。
夕
食
後
、
第
四
班
よ
り
二
班
に
編
入
に
な

る
。 

消
燈
時
巡
察
す
。 

 

１
０
月
８
日
（
日
） 

天
候
・
晴
れ 

一
時
間
早
く
起
き
る
の
に
大
義
な
気
持
に
な
る
。
点
呼
前
に
馬
糧
を
は
か
る
。 

剣
術
専
習
員
が
点
呼
後
、
問
〇
古
を
実
施
し
て
い
る
。
朝
食
後
、
馬
運
動
。
十
七
頭

出
場
。 

山
田
繁
君
等
、
大
龍
口
よ
り
来
る
。
自
分
は
週
番
の
た
め
剣
術
に
出
ら
れ
ぬ
の
は
残

念
。 

午
后
、
皆
外
出
す
。
假
眠
所
に
て
山
田
上
等
兵
と
一
時
間
程
、
雑
談
。 

 

１
０
月
９
日
（
月
） 

天
候
・
晴
れ 

点
呼
前
に
馬
糧
を
は
か
る
。
馬
当
番
も
中
々
精
勤
し
て
呉
れ
る
。 

起
床
当
時
、
剣
術
専
習
員
、
問
〇
古
を
し
て
い
る
。
馬
運
動
十
九
頭
、
出
場
。 

伊
〇
准
尉
殿
が
子
供
を
一
人
、
厩
屋
に
下
さ
る
。
三
吉
と
名
付
け
る
。 

午
后
も
剣
術
の
問
〇
古
を
や
っ
て
い
る
の
で
見
学
に
行
く
。 

午
后
五
時
、
中
隊
長
殿
お
呼
び
で
行
く
と
、
名
古
屋
の
教
員
が
慰
問
に
来
る
か
ら 

挨
拶
せ
よ
と
の
令
。
腹
案
を
立
て
て
見
る
。 

 

「
一
言
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

只
今
は
御
懇
切
な
る
御
慰
問
の
言
葉
を
賜
は
り
ま
し
て
誠
に
感
謝
感
激
致
し
て
居

り
ま
す
。 
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私
共
は
出
征
以
来
１
０
有
年
、
無
事
に
奉
公
の
大
任
を
全
う
致
し
ま
し
た
の
も
、 

〇
〇
〇
の
大
〇
の
然
ら
し
む
る
所
と
は
言
へ
銃
後
皆
様
の
熱
誠
溢
る
る
御
後
援
の

賜
と 

常
に
感
謝
致
し
て
い
ま
す
。
皆
様
が
御
無
事
で
御
帰
還
の
上
は
、 

今
日
の
中
國
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
御
視
察
の
上
國
民
指
導
の
中
〇
と
し
て
御
〇
斗 

あ
ら
れ
ん
事
を
御
願
致
し
ま
す
と
共
に
、
私
共
も
皆
様
の
〇
誠
に
深
く
感
謝
致
し
益

て
、 

奮
斗
努
力
致
す
覚
悟
で
御
座
い
ま
す
。
何
卒
御
帰
り
に
な
り
ま
す
に
な
れ
ば
〇
〇
様

の
兵
隊
は 

此
の
通
り
元
気
溌
溂
と
し
て
御
奉
公
に
邁
進
致
し
て
い
る
事
を
銃
後
の
皆
様
に
御

傳
へ
下
さ
ら
ん 

事
を
御
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。
甚
だ
簡
単
に
な
が
ら
兵
隊
を
代
表
致
し
ま
し
て 

御
礼
の
言
葉
に
か
ふ
る
〇
〇
で
あ
り
ま
す
。」 

 

五
時
二
十
分
舎
前
に
整
列
〇
し
て
慰
問
を
受
く
。
挨
拶
は
普
通
に
出
来
た
と
思
ふ
。 

中
期
兵
、
中
々
張
り
切
る
。
そ
ろ
そ
ろ
神
様
（
？
）
が
出
来
は
じ
め
た
。 

 

１
０
月
１
０
日
（
火
） 

天
候
・
晴
れ 

朝
、
金
井
班
長
、
〇
引
卒
に
て
馬
運
動
。
午
後
は
引
馬
運
動
。 

夕
方
、
保
護
兵
、
錬
成
隊
よ
り
帰
還
す
。
二
班
へ
は
三
浦
、
塚
田
二
名
。 

手
紙
来
て
い
る
。
妹
と
の
〇
〇
。
察
す
る
と
こ
ろ
あ
り
。 

専
習
員
相
変
わ
ら
ず
猛
烈
に
訓
練
し
て
い
る
。 

夜
、
酒
が
上
が
る
。
少
し
呑
ん
だ
だ
け
に
い
い
気
持
に
な
る
。 

大
隊
砲
に
於
て
中
期
兵
の
連
中
さ
わ
ぎ
て
い
る
。 

 

１
０
月
１
１
日
（
水
） 

天
候
・
晴
れ 

朝
、
全
員
演
習
に
て
馬
運
動
な
し
。
何
で
も
揺
石
方
面
へ
下
士
官
教
育
の
使
役
に
て
。

 

午
后
二
時
よ
り
大
隊
本
部
に
於
て
角
力
（
す
も
う
）
競
技
あ
り
中
隊
よ
り
も
多
数
出

場
。 
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厩
週
番
に
て
は
致
方
な
し
。
午
后
、
平
凡
に
厩
に
て
過
す
。 

昨
年
の
今
晩
、
違
〇
に
敵
前
上
陸
を
し
た
思
い
出
深
き
夜
な
り
。 

夕
方
、
全
員
馬
手
入
れ
に
整
列
さ
す
。 

 

１
０
月
１
２
日
（
木
） 

天
候
・
晴
れ 

朝
、
馬
運
動
あ
り
。 

午
後
、
剣
術
の
試
合
あ
り
自
分
も
出
場
す
。
始
め
て
な
れ
共
、
予
期
以
上
の
成
績
。 

で
も
練
習
が
何
よ
り
と
思
ふ
。
流
石
が
以
前
よ
り
練
習
し
て
い
る
者
は
上
手
に
な
っ

て
い
る
。 

点
呼
後
、
入
浴
。
就
寝
す
。 

 

１
０
月
１
３
日
（
金
） 

天
候
・
晴
れ 

朝
点
呼
後
、
又
剣
術
の
試
合
を
や
れ
と
の
事
で
出
席
す
。
十
中
六
迄
黒
星
。
で
も
気

が
楽
に
な
る
。 

今
日
、
鈴
木
少
尉
殿
、
蕪
湖
よ
り
出
張
と
の
事
で
厩
内
外
の
清
潔
、
整
頓
を
実
施
す
。 

晝
よ
り
馬
運
動
。
十
九
頭
出
場
す
。
午
後
、
馬
糧
受
領
す
。
多
き
為
明
日
に
繰
越
す
。 

 

１
０
月
１
４
日
（
土
） 

天
候
・
雨 

六
時
起
床
。
ま
だ
大
変
暗
い
。 

今
日
は
愈
、
週
番
下
番
だ
。
命
に
依
り
飼
付
を
本
日
よ
り
四
食
飼
と
す
。 

朝
よ
り
の
曇
り
が
、
八
時
頃
よ
り
小
雨
と
な
る
。
そ
し
て
遂
に
本
降
り
に
な
る
。 

十
二
時
、
週
番
交
代
。
三
時
よ
り
中
隊
長
殿
の
使
役
、
地
図
を
貼
り 

中
隊
長
殿
病
気
の
た
め
、
情
報
を
読
ん
で
や
る
。
そ
し
て
（
俺
の
）
勉
強
に
も
な
る

と
思
ふ
。 

 

１
０
月
１
５
日
（
日
） 

天
候
・
晴
れ 

小
雨
を
破
っ
て
八
時
よ
り
馬
運
動
、
後
、
馬
手
入
れ
。 
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午
后
休
養
。
班
内
に
自
分
一
人
。
晝
寝
。
三
時
よ
り
和
田
班
長
殿
と
四
方
八
方
話
に

〇
け
る
。 

夕
方
、
顔
す
り
。
後
ピ
ン
ポ
ン
を
少
し
や
る
。
写
真
〇
へ
行
っ
て
見
れ
ど
出
来
て
い

な
い
。 

明
日
自
警
乗
・
・
・
南
京
ま
で
。 

 

１
０
月
１
６
日
（
月
） 

天
候
・
晴
れ 

今
日
は
南
京
自
動
車
警
乗
。 

起
床
前
に
洗
面
終
り
点
呼
を
待
つ
。
七
時
四
十
分
出
発
。 

途
中
乗
客
多
数
、
満
員
。
南
京
に
到
着
は
十
時
半
頃
。
最
初
師
團
司
令
部
へ
行
き
、 

公
用
書
を
渡
し
郵
便
局
、
千
代
〇
〇
等
。
晝
食
は
日
の
丸
食
堂
。 

流
石
、
首
都
だ
け
に
賑
や
か
な
。
表
だ
け
は
立
派
な
家
も
中
は
爆
撃
の
跡
が
あ
る
。 

二
時
十
分
、
太
平
に
向
っ
て
出
発
。
帰
り
も
乗
客
多
数
。
五
時
太
平
着
。 

夜
、
大
日
本
青
年
の
中
に 

「
日
は
高
く
、
手
は
低
く
」 

・
・
・
眼
前
の
利
益
に
捉
は
れ
る
な
。
即
ち
青
年
は
よ
ろ
し
く
明
日
を
望
め
。 

す
な
は
ち
高
き
理
想
、
大
い
な
る
理
想
（
希
望
）
の
下
に
そ
の
修
養
を
怠
ら
な
い
や

う
に 

す
る
と
と
も
に
目
前
の
任
務
の
遂
行
に
対
し
て
も
最
も
忠
実
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

之
が 

「
目
は
高
く
、
手
は
低
く
」
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
誠
に
意
義
深
き
言
葉
と
思
ふ
。 

 

１
０
月
１
７
日
（
火
） 

天
候
・
晴
れ 

八
時
半
よ
り
馬
運
動
。
一
時
間
半
。 

剣
術
専
習
員
、
本
日
十
時
三
十
分
の
汽
車
に
て
蕪
湖
に
出
発
。
一
同
の
健
闘
を
祈

る
・
・
・
。 

昼
食
早
く
出
来
ぬ
為
、
皆
食
は
ず
に
出
発
す
。
大
河
内
隊
、
〇
澤
隊
と
共
に
十
二
時

よ
り
、 

将
石
方
面
へ
粛
正
行
軍
に
出
動
す
。
自
分
も
整
列
し
た
が
人
員
の
関
係
で
出
動
せ
ず
。
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そ
し
て
二
時
よ
り
藁
を
倉
庫
に
入
れ
る
。
銃
手
入
、
洗
濯
を
す
る
。 

今
日
、
司
令
部
衛
兵
。
最
初
の
司
令
に
服
務
す
。
歩
哨
〇
〇
〇
武
夫
歩
哨
、
横
山
、

丸
山
、
山
田
で
あ
る
。 

夕
方
、
弟
姉
よ
り
便
り
あ
り
。
〇
れ
班
長
よ
り
も
便
り
あ
り
。 

 

１
０
月
１
８
日
（
水
） 

夜
る
、
と
う
と
う
巡
察
が
な
く
て
済
ん
だ
。
朝
七
時
迄
で
ぐ
っ
す
り
眠
る
。
朝
食
後

も
又
眠
る
。 

昼
よ
り
衛
兵
所
〇
築
終
っ
た
の
で
移
〇
す
る
。
窓
が
大
き
い
の
で
夏
向
だ
が
こ
れ
か

ら
は
寒
い
だ
ろ
う
。 

剣
術
選
手
、
試
合
の
結
果
は
三
番
と
の
事
。
予
想
よ
り
悪
か
っ
た
。
然
し
、
勝
敗
は

時
の
運
。 

全
力
を
盡
し
て
頑
張
っ
て
呉
れ
た
だ
け
で
結
構
と
戦
友
ニ
感
謝
す
。 

 

１
０
月
１
９
日
（
木
） 

朝
八
時
半
よ
り
馬
運
動
。
吉
繁
に
乗
る
。
手
入
終
り
は
十
一
時
。 

被
服
返
納
準
備
を
す
る
。
十
二
時
よ
り
宣
蕪
班
へ
慰
問
団
が
来
た
の
で
参
観
。 

去
る
九
月
二
十
五
日
来
た
の
と
同
じ
人
員
で
あ
っ
た
。
で
も
如
何
見
て
も
面
白
い
。 

夕
方
馬
手
入
。
妹
よ
り
便
り
あ
り
。
他
に
庭
女
、
四
冊
送
っ
て
く
れ
る
。 

村
瀬
〇
〇
君
よ
り
便
り
あ
り
。
彼
は
野
戦
砲
兵
と
か
。
俺
と
同
じ
く
馬
に
縁
が
あ
る

な
・
・
・
。 

十
時
よ
り
警
戒
兵
に
立
哨
。 

 

１
０
月
２
０
日
（
金
） 

天
候
・
曇
り 

八
時
ヨ
リ
対
空
監
視
哨
兵
と
し
て
服
務
。
二
村
、
三
博
、
言
橋
、
三
名
。 

午
前
中
、
子
供
二
三
人
遊
ビ
ニ
来
ル
。
風
レ
、
寒
サ
ヲ
感
ジ
ル
様
ニ
ナ
リ
タ
リ
。 

夕
方
ヨ
リ
小
雨
ト
ナ
ル
。
六
時
三
十
分
引
上
グ
。
本
日
、
萬
年
筆
、
折
〇
ス
。
惜
シ

イ
事
ヲ
シ
タ
。 

 

１
０
月
２
１
日
（
土
） 
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天
候
・
曇
り 

午
前
中
、
武
器
被
服
の
手
入
。（
夏
被
服
返
納
）
班
内
全
員
ニ
テ
個
人
兵
器
ノ
手
入

実
施
。 

午
前
十
一
時
、
週
番
下
士
官
殿
ヨ
リ
明
日
鈴
木
一
等
兵
退
院
の
タ
メ
蕪
湖
連
絡
ヲ
命

セ
ラ
レ 

十
一
時
四
十
分
ノ
汽
車
ニ
テ
蕪
湖
ニ
出
張
ス
。
連
絡
終
リ
御
木
曹
長
殿
ト
〇
〇
の
方

に オ
モ
ッ
テ
戴
キ
、
朝
日
ニ
テ
晝
食
ス
。
森
二
町
ニ
テ
面
會
、
四
時
十
分
自
動
車
ニ
テ

太
平
帰
隊
ス
。 

小
丹
陽
ヨ
リ
馬
九
頭
来
ル
。
原
一
等
兵
、
連
絡
ニ
来
ル
。 

 

１
０
月
２
２
日
（
日
） 

天
候
・
雨 

朝
手
入
。
後
剣
術
専
習
員
が
訓
練
シ
テ
イ
ル
ノ
デ
仲
間
ニ
入
リ
、
実
施
ス
。 

剣
術
モ
ヤ
ハ
リ
訓
練
ガ
第
一
、
ソ
シ
テ
真
剣
ニ
ヤ
レ
バ
面
白
イ
モ
ノ
デ
ア
ル
。 

午
后
外
出
。
山
本
ニ
テ
遊
ブ
。
三
時
帰
隊
。
今
日
は
俸
給
日
、
今
月
ハ
貯
金
モ
出
来

ソ
ウ
ニ
ナ
イ
。 

夜
ハ
司
令
部
衛
兵
、
中
隊
長
巡
察
ニ
来
ラ
ル
。
異
状
ナ
シ
。 

 

１
０
月
２
３
日
（
月
） 

天
候
・
雨 

昨
夜
、
中
隊
長
殿
巡
察
ニ
見
ヘ
ル
。
服
務
状
態
良
好
ノ
御
言
葉
ヲ
賜
ル
。 

十
二
時
、
金
井
軍
曹
殿
巡
察
、
異
状
ナ
シ
。
午
前
二
時
頃
ヨ
リ
非
常
ニ
寒
サ
ヲ
感
ジ

ル
様
ニ
ナ
ッ
タ
。 

二
時
ヨ
リ
歩
哨
係
ト
交
代
シ
テ
床
ニ
入
ル
。
相
変
ラ
ズ
寒
シ
。
妹
ニ
便
リ
書
く
。
ハ

ガ
キ
一
枚
。 

朝
モ
相
変
ラ
ズ
雨
ガ
降
ッ
テ
イ
ル
。
今
日
ハ
靖
國
神
社
〇
時
大
祭
ニ
テ
午
后
皆
外
出

シ
テ
イ
ル
。 

服
ム
中
、
陸
軍
〇
式
、
及
、
つ
は
も
の
ヲ
読
ム
。
勉
強
も
ヤ
リ
始
メ
レ
バ
面
白
イ
ガ
、 

少
し
ヤ
ラ
ヌ
ト
手
ガ
ツ
カ
ヌ
。
後
五
ヶ
月
モ
ア
ル
、
ミ
ッ
チ
リ
ヤ
ッ
テ
見
ル
覚
悟
。 
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１
０
月
２
５
日
（
水
） 

天
候
・
晴
れ 

愈
、
本
日
よ
り
向
ふ
四
日
間
第
一
次
秋
季
討
伐
開
始
さ
る
。
自
分
は
四
番
射
手
に
て

参
加
。 

今
度
の
討
伐
は
大
官
坪
一
帯
の
粛
正
、
宣
撫
宣
傅
が
目
的
と
の
事
。 

午
前
七
時
、
大
橋
西
方
二
粁
迄
、
自
動
車
。
そ
れ
よ
り
行
軍
。
宣
撫
班
、
憲
兵
等
も

来
て
い
る
。 

女
の
宣
撫
班
員
一
名
、
人
目
に
入
る
。
官
東
門
、
東
頭
門
、
龍
山
橋
、
約
五
里
。 

宣
撫
行
軍
実
施
。
〇
〇
を
得
ず
。
夜
る
は
太
平
に
帰
隊
す
。 

 

１
２
月
７
日 

午
后
二
時
、
東
村 

村
長 

岐
阜
県
長
村
長
會
代
表
慰
問
使
ト
シ
て
和
田
清
右
エ
門
氏
来
隊
さ
る
。 

自
分
ハ
中
隊
ヲ
代
表
致
し
て
挨
拶
す
。
挨
拶
概
要
左
ノ
如
し
。 

 

一
言
御
挨
拶
申
上
げ
ま
す
。 

只
今
は
御
懇
切
な
る
御
慰
問
の
言
葉
を
賜
り
ま
し
て
私
共
一
同
強
く
感
謝
致
し
て

居
り
ま
す
。 

私
共
は
郷
里
を
皆
々
様
の
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
て
征
〇
に
上
が
り
ま
し
て
よ
り
早

く
も 

一
年
有
余
は
夢
の
間
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
其
の
間
大
か
無
く
無
事
奉
公
の
大
任
を 

全
う
し
得
ま
し
た
事
は
之
一
重
に
上
、
一
天
〇
〇
ノ
〇
〇
る
の
然
ら
し
む
る
所
と
は

言
へ
ど
も 

銃
後
皆
々
様
ノ
熱
誠
溢
る
る
の
御
〇
援
、
即
ち
あ
の
い
た
い
け
な
い
小
学
児
童
ノ
慰

問
文
、 

或
は
各
〇
團
体
の
慰
問
袋
〇
、
又
、
御
佛
へ
の
御
祈
頭
等
、
聽
し
に
つ
け
見
る
に
つ

け 私
共
は
如
何
程
鞭
撻
さ
れ
た
事
か
存
じ
ま
せ
ん
。 

又
、
本
日
は
は
る
ば
る
此
の
異
郷
の
僻
地
ま
で
御
慰
問
に
来
て
下
さ
い
ま
し
て
、
私

共
一
同 

何
と
御
礼
申
し
上
げ
て
よ
い
か
、
其
の
言
葉
も
無
い
様
な
次
第
で
あ
り
ま
す
。 



24 

 

ど
う
ぞ
御
帰
り
に
な
ら
れ
た
〇
は
、
戦
地
の
吾
々
は
此
の
通
り
益
々
元
気
、
溌
溂
と

し
て
御
奉
公
の
途
に
慢
心
し
て
い
る
事
を
銃
後
の
皆
々
様
に
御
傳
え
下
さ
ら
ん
事

を
御
願
致
し
ま
す
。 

甚
だ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
一
言
、
一
同
に
変
わ
り
ま
し
て
御
礼
の
言
葉
に
か
ふ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。 
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